
ー

定

例

市

議

会

で

お

議

案

を

可

決
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8
億
4
千
6
百
万
万
5
千
円
な
ど

昭
和
刊
・年
度
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
3
月
定
例
市
議
会
は
3
月
日

日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
は
日
間
と
定
め
、
ま
ず
上
程
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
市
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
日
、
日
日
は

一
般
、
.代
表
質
問
が
あ
り
、
議
案
が
各
常
任
委
員
会
の
審
査
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

行
日
か
ら
初
日
ま
で
は
委
員
会
審
査
が
続
け
ら
れ
、
議
会
最
終
日

の
幻
自
は
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
の
経
過
な
ら
び
に
結
果
に
つ
い

て
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
、
討
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
お
議
案

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報広

暴
力
追
放
都
市
を
宣
言
決
議

市

ま
た
任
期
満
了
に
と
も
な
う
監
査
委

員

(
学
識
経
験
者
)
に
大
崎
利
吉
氏
(

印
才

上
村
木
)
公
平
委
員
に
本
田

正
男
氏
(
刊
才

友

道

〉

浜

守

龍

氏

(η
才
友
道
)
の
選
任
に
同
意
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
議
員
提
案
に
よ
り
「
暴

力
追
放
都
市
宣
言
」
「
交
通
安
全
都
市

津魚

i歳;

!入 ;

ま
ず
市
税
に

お
い
て
3
億
3

千
3
百
灯
万
円

が
見
込
ま
れ
ま

し
た
。
こ
の
う

ち
市
民
税
は
本

文
方
式
に
課
税

方
法
が
改
め
ら

れ
減
税
に
な
り

ま
す
の
で
、
昨

年
よ
り
下
回
る

1
億
1
千
8
百
引
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
固
定
資
産
税
は
家
屋
に
お

い
て
新
造
分
、
ゃ
く
5
%
の
伸
び
を
み

て
そ
の
ほ
か
は
昨
年
と
同
様
と
し
1
億

6
千
8
百
円
万
円
、
た
ば
こ
消
費
税
2

千
6
百
刊
万
円
、
電
気
ガ
ス
税
1
千
6

百
お
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
国
庫
支
出
金
1
億

8
千
5
百
刊
万

円
、
地
方
交
付
税
7
千
万
円
、
県
支
出

.
金
5
千
6
百
臼
万
円
、
市
償
1
億
1
千

1-一
6
百
叩
万
円
(
市
民
税
臨
時
減
税
補
て

〈

一ん
債
5
千
5
百
万
円
、
小
中
学
校
建
築

一
償
3
千
7
百
万
円
、
都
市
計
画
事
業
債

(昭和問9月13日)
第 3種郵便物認可/

宣
言
」

の
決
議
を
し
、
市
民
総
ぐ
る
み

で
暴
力
を
排
除
し
、
交
通
事
故
防
止
に

全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を
申
し
あ
わ
せ
ま

し
た
。
ま
た
「
早
場
米
奨
励
措
置
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て
」
「
国
民
健
康
保

険
財
政
の
確
立
に
つ
い
て
」
の
要
望
意

見
書
を
各
関
係
大
臣
あ
て
に
申
し
入
れ

る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

8
百
万
円
な
ど
)
あ
わ
せ
て

8
億
4
千

6
百
九
万
5
千
円
が
見
込
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
昨
年
度
の
当
初
予
算
に
く

ら
べ
1
億

9
千
6
百
同
万
1
千
円
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

一
歳
出
一

歳
出
予
算
の
総
額
は

8
億
4
千
6
百

乃
万
5
千
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
経
常

経
費
な
ど
削
減
し
て
、
財
政
の
建
全
性

と
行
政
水
準
の
向
上
、
市
民
の
福
祉
に

寄
与
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

給
与
関
係
に
つ
い
て
は
、
給
食
調
理

員
の
定
数
化、

ゴ
ミ
焼
却
場
設
置
に
と

も
な
う
人
員
整
備
、
給
与
改
訂
に
よ
る

平
年
度
伯
、
定
期
昇
給
費
な
ど
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

お
も
な
投
資
的
経
費
は
次
の
と
お
り

で
す
。

収
費
2
百
万
円
、
市
道
修
繕
費
3
百
日

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
降
雪

の
際
は
除
雪
自
動
車
に
も
な
る
大
型
ダ

ン
プ
カ
ー
!
台
を
3
百
万
円
で
購
入
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
魚
津
港
し
ゅ
ん
せ

つ
、
道
路
舗
装
な
ど
犯
年
度
負
担
金
4

百
汁
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

八
高
架
橋
建
設
〉

市
内
の
住
吉
ガ
ー

ド
か
ら
魚
津
駅
に
至
る
区
間
の
高
架
橋

が
い
よ
い
よ
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
現
在
の
国
鉄
線
の

山
側
に
新
た
に
線
増
さ
れ
る
分
を
着
工

す
る
こ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市

の
負
担
金
3
千
6
百
万
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

〈
都
市
計
画
〉

昭

和

犯

年
度
か
ら
と

り
か
か
っ
た
国
鉄
魚
津
駅
前
の
都
市
改

造
事
業
は
第
3
年
度
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
と
し
は
補
助
街
路
の
築
造
、
宅
地
造

成
、
家
屋
の
移
転
な
ど
の
費
用
4
千
6

百
叩
万
円
を
見
込
み
建
設
省
と
接
渉
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
公
園
築
造
事

業
で
は
、
日
カ
横
の
公
園
を
整
備
す
る

た
め
百
犯
万
円
の
費
用
が
見
込
ま
れ
ま

し
た
。

〈
住
宅
〉
住
宅
建
設
費
で
は
、
乙
と

し
も
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建
の
住
宅
、

第
1
種
(
訂
平
方
メ
1
ト
戸
)
4
戸
、

第
2
種

(
初
平
方
メ
ー
ト
ル
')
日
戸
、

あ
わ
せ
て
却
戸
を
1
千
4
百
行
万
円
で

建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

教

育

西
部
中
学
校
校
舎
改
築
の
継
続
事
業

は
今
年
度
で

一
応
終
り
ま
す
が
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
の
校
舎
の
べ
1

千
9
百
加
平
方
メ
l
ト
戸
を
4
千
8
百

万
円
の
費
用
で

普
通
教
室

3
、

職
員

室
、
事
務
室
、
会
議
室
な
ど
が
建
設
さ

れ
ま
す
。

西
布
施
小
学
校
校
舎
は
老
朽
し
て
い

る
た
め
、
2
か
年
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
2
階
建
に
改
築
し
ま
す
が
、
今
年
度

は
6
教
室
、
の
べ

7
百
加
平
方
メ
ー
ト

ル
を
1
千
7
百
同
万
円
で
建
設
さ
れ
ま

す
。
そ
の
ほ
か
工
業
高
校
建
設
負
担
金

4
百
万
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

農

林

水

産

費

農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
は
、
六

郎
丸
、
袋
地
内
の
土
地
基
盤
整
備
事
業

〈
日
へ

ク
タ
1
W
)
に
1
千
2
百
例
万

円
、
経
営
近
代
化
施
設
と
し
て
選
果
場

の
設
置
に
7
百
鈎
万
円
、
ス
ピ
ー
ド
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
購
入
に
1
千
8
百
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
石
垣
地
内
の
県
杉
苗
畑
(
5

万
平
方
メ
l
ト

W
)
土
地
購
入
費
4
百

加
万
円
、
松
倉
地
内
の
く
り

・
し
い
た

け
の
主
産
地
形
成
の
た
め
の
補
助
金
百

M
万
円
、
民
有
林
開
発
林
道
開
設
事
業

で
は
、
小
川
寺
、
黒
谷
、
天
神
山
線
の

林
道
新
設
に
1
千
百
切
万
円
、
山
く
ず

れ
地
区
の
復
旧
防
止
な
ど
緊
急
治
山
事

業
に
百
引
万
円
、
市
有
林
の
ぷ
育
造
成

に
百
却
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

市
単
の
土
地
改
良
で
は
事
業
費
7
百

叩
万
円
で
岱
か
所
の
農
道
取
付
け
や
用

水
改
修
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

一
方
、
水
産
関
係
と
し
て
は
動
力
漁

船
建
造
費
に
対
す
る
助
成
金
百

η
万
円

な
ど
の
ほ
か
、
経
団
漁
港
の
継
続
整
備

事
業
と
し
て
今
年
度
は
、
岸
壁
道
路
舗

装
2
百
日
メ
1
ト
N
お
よ
び
橋
梁
の
築

造
に

6
百
引
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し

た。

昨
年
度
か
ら
5
か
年
計
画
で
実
施
し

・
・

て
お
り
ま
す
水
源
地
の
整
備
と
導
水
管

四

a

布
設
工
事
を
継
続
す
る
費
用
1
千
3
百

.

.

 

日
万
円
を
見
込
ん
だ
ほ
か
、
既
設
の
施

.

.

 

設
の
改
良
や
補
修
に
要
す
る
費
用
な
ら

田
圃

び
に
経
常
経
費
な
ど
歳
出
合
計
は
4
千

.

.

 

7
百
臼
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

-
出

歳
入
に
つ
い
て
は
、
水
道
使
用
料
、

圃

-

手
数
料
を
前
年
度
実
績
を
勘
案
し
、
2

・a
岡
阿
幽

樋

と

う

検

診
日

千
8
百
幻
万
円
、
諸
収
入
6
百
日
万
円

-
E

圃

-
-
-
-
-
-
-
a吟

同
円

a
守
回
円

市
償
1
千
3
百
万
円
が
計
上
さ
れ
、
収

司
司

片

貝

連

絡

所

お
日

初
日

支
の
均
衡
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年

川

西
布
施
小
学
校

幻
日

初
日

度
当
初
予
算
よ
り
も
7
百
臼
万
円
ふ
え

川

松

倉

連

絡

所

幻

日

初

日

て
い
ま
す
。

川

天

神

小

学

校

幻
日

初
日

国

民

健

康

保

険

事

業

山

加

積

公

民

館

幻

日

5μ
日

国
保
事
業
勘
定
、
直
営
診
療
勘
定
を

川

経

団

小

学

校

訂
日

4
日

あ
わ
せ
1
億
1
千
7
百
引
万
7
千
円
が

川

上

中

島

小

学

校

幻

日

4

日

計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
療
費
の
緊
急

川

道

下

小

学

校

幻
日

4
日

対
策
と
し
て

9
・
5
%
、

医
療
給
付
費

川

上
野
方
小
学
校

幻
日

4
日

4
%
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
川

住
吉

小
学
校

訂
日

4
日

保
険
税
を
ロ
%
伸
ば
し
、

5
千
4
百
7

m

5
月

J1

川

大

町

小

学
校

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
o

そ
の
ほ
カ

川

村

木

小

学

校

6
日

目
日

の
事
業
と
し
て
は
、
健
康
診
断
、
環
境

川

本

江

小

学

校

6
日

目
日

衛
生
、
寄
生
虫
検
査
な
ど
予
防
医
学
に

川

時
間
は
各
会
場
と
も
午
後
1
時
か

力
を
そ
そ
ぎ
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

川馴

ら
3
時
ま
で
で
す
。

入
れ
を
3
百
犯
万
円
と
し
予
算
の
収
支

川

が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

…

犬

の

登

録

と

そ
の
ほ
か
特
別
会
計
の
予
算
額

マ
下
水
道
事
業
H
3
百
何
万
2
千
円

山

狂

犬

病

予

防

注

射

マ
簡
易
水
道
事
業
H
M
万
1
千
円
川
昭
和
刊
年
度
第
1
回
の
犬
の
登
録

1

1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

川

と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
よ
う
に

…は
…

市
民
税
の
税
率
な
ど
改
正
一
一
切
れ
誌
が
他
殺

M
d以

州

場
所
で
査
録
と
注
射
を
す
ま
せ
て
く

一お

…
V
市
税
条
例
の
改
正

た
納
税
者
が
障
害
者
、
カ
婦
、
老
年

川

ゼ
さ
ハ
o

ア
も

一

昭
和
刊
年
度
か
ら

市

民

税

の

者

、
勤
労
学
生
の
と
き
は
1
千
円
を

川

;

:
!

一
お

…

課
税
方
法
が
統

一
さ
れ
、
本

所

得
割
(
税
額
)
か
ら
控
除
し
ま

川

O
当
日
は
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
犬

文
方
式
に
な
り
ま
す
の
で
、

す
D

川

に
な
れ
た
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ

こ
れ
に
と
も
な
い
市
税
条
例
を
改
正

V
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
川

は
い
。

し
た
も
の
で
す
o

市
民
税
の
課
税
方
法
が
本
文
方
式
に

川

O
和
金
は
注
射
料
2
百
円
、
注
射
済

ま
ず
所
得
控
除
で
は

、
雑
損

、
医

統

一
さ
れ
ま
す
の
で

、
乙
れ

に
も

川

票
交
付
手
数
料
初
円
、

登
録
手
数

療
、
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、

な
っ
て
保
険
税
の
課
税
方
法
の
整
理

川

料

3

百
円
で
す
o

扶
養
、
基
礎
控
除
が
総
所
得
金
額
か
と
税
率
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

川

マ
4
月
8
日
H
上
野
方
農
協
(
午
前

ら
控
除
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
税
率
に
お
い
て
、
所
得
割
、
資
産
割

川

叩

i

ロ

時
)
村
木
火
の
宮
(
午
後

ま
た
税
率
に
お
い
て
も
、
制
限
税
率
は
前
年
と
変
り
ま
せ
ん
が
、
被
保
険
川
1
時
J
4
時
)

を
下
回
る
標
準
税
率
の
1
・
4

倍

の

者

均

等
割
は

8
百
加
円
(
改
正
前
8
川

マ
9
日
H
松
倉
連
絡
所
(
前
9
・
叩

税
率
と
な
り
市
民
税
が
安
く
な
り
ま
百
円
)
世
帯
別
平
等
割
は
1
千
4
百

川

分
i
日
・

加
分
)
北
山
池
上
旅
館

す。

刊
円

(
1
千
3
百
叩
円
〉
に
改
正
し

川

(後
1
・
叩
分
J
3
時
)

税
額
控
除
で
は
、
扶
養
親
族
に
障
害

ま
し
た
。

川

マ
ロ
日
H
魚
津
保
健
所
(
前
9
・
犯

者
が
い
る
場
合
に
1
人
1
千
円
、
ま

ま

た

9
万
円
以
下
の
低
所
得
者
に
か

川

分
i
後
4
時
)

か
る
保
険
税
を
軽
減
す
る
た
め
に
控

川

マ
何
回
H
経
団
連
絡
所
〈
前
川

t
後

除
額
を
ふ
や
し
ま
し
た
。

山

4
時
)

納
期
に
つ
い
て
も
、
他
の
市
税
と
重

川

マ
日
日
H
蛇
田
藤
森
堪
助
宅
(
前
日

複
を
さ
け
る
た
め
に
、
第
2
期
分
は

川

l
ロ
時
)
江
口
江
幡
三
治
宅
(
後

9
月
1
日
J
初
日
ま
で
(
改
正
前
叩

川

1

i

引

時
)

月
1
日
J
初
日
)
第
3
期
分
は
け
月
川

マ

同
日
H
下
中
島
農
協
(
前
日
l
ロ

1
日
i
m
日
(
ロ
月
1
日
i
お
日
〉

川

時
)
三
ケ
亀
沢
蕗
佐
松
宅
(
後
1

に
変
更
し
ま
し
た
c

J

3
時
)

V
市
民
会
館
条
例
の
改
正

H
日
カ
記
念
社
宅
(
前

9
・

会
館
の
合
理
的
運
営
と
施
設
の
充
実

川

加
分
i
後
1
時
)
上
村
木
公
民
館

を
は
か
り
、
同
時
に
物
価
な
ど
を
考

川

ぇ
、
大
ホ

I
N
、
会
議
室
の
使
用
料

川

(

後

2
i

3
時

)

「

を
改
正
し
ま
し

た

。

川

マ
引
日
H
片
貝
連
絡
所
(
前

m
l
ロ

V
市

職

員

定

数

条

例

の

改

正

川

時
)
横
枕
沢
田
商
庖
(
後
1
1
2

教
育
委
員
会
に
属
す
る
学
校
職
員
の
川

時
)

定
数
を
臨
時
給
食
調
理
員
加
入
を
定

川

マ

辺
日
日
加
積
農
協
(
前
川
J
ロ
時

数
化
し
、
花
人
と
し
ま
し
た
。

川

)

上
中
島
連
絡
所
(
後
1
・
叩
分

旧
に
1
千
3
百
5
万
円
、
東
城
親
子
川

な
ど

6
か
所
の
護
岸
欠
所
復
旧
に
百
刊

万
円
、
橋
梁
2
か
所
の
復
旧
に
2
百
mm

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

商

工

費

県
工
業
奨
励
要
綱
に
も
と
ず
く
道
路

舗
装
工
事
費
7
百
包
万
円
、
大
愛
メ
リ

ヤ
ス
工
場
拡
張
助
成
金
4
百
日
万
円
、

中
小
企
業
者
を
対
象
に
行
な
う
小
口
事

業
資
金
の
預
託
金
6
百
万
円
な
ど
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

衛

生

費

し
尿
処
理
場
建
設
負
担
金
6
百
位
万

円
、
ゴ
ミ
集
め
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た

め
、

3
ト
ン
積
み
ゴ
ミ
集
め
自
動
車
1

台
を
2
百
叩
万
円
で
購
入
し
ま
す
。
ま

た
霊
枢
車
が
老
朽
し
ま
し
た
の
で
、
新

し
く
百
印
万
円
で
中
型
霊
枢
車
を
購
入

し
ま
す
。消

防

費

ジ
1
プ
型
消
防
自
動
車
1
台
を
2
百

万
円
で
購
入
す
る
ほ
か
、
夜
間
等
の
急

患
者
に
そ
な
え
、
救
急
車
1
台
を
百
印

万
円
で
設
置
し
救
急
措
置
の
完
全
を
は

か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上 i特 i
水 iBU 1 

r、，
道去 !

事 ;計 i
業

土

木

費

白
倉
ず
い
道
の
舗
装
工
事
な
ら
び
に

長
引
野
御
影
線
、
木
下
新
黒
谷
線
、
松

倉
8
号
線
、舛
方
線
、
松
倉
6
号
線
、東

城
黒
谷
線
の
改
良
拡
幅
工
事
に
5
百
何

万
円
、
借
り
上
げ
し
て
い
る
市
道
の
買

費

災

害

復

旧

費

農
林
災
害
復
旧
費
で
は
、
2
千
加
万

円
で
、
農
業
用
水
路
、
道
路
刊
か
所
、

農
地

9
件
の
復
旧
を
し
ま
す
。

ま
た
、
土
木
災
害
復
旧
費
で
は
、
坪

野
石
垣
線
な
ど

6
か
所
の
道
路
欠
所
復

告患合唱tλ75:羽同 Aム
1偏食 $-oiisi-'中

種

と

う

の

予

防

接

種

種
と
う
を
次
の
よ
う
に
行
な

い
ま
す
の
で
、
昭
和
泊
年
4
月

1
日
か
ら
鈎
年
ロ
月
別
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
受
け

て
く
だ
さ
い
。

校

下

場

所

i

3
時
)

マ
お
日
日
日
カ
青
島
社
宅
(
後
1
1
4

時
)

マ
Mm
日
日
市
役
所
(
前
9
・
初
分

t
後

4
時
)

市
民
会
館
の

使
用
料
一
部
か
わ
る

市
民
会
館
で
は
、
施
設
の
維
持
保
全

と
設
備
の
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
使

用
料
の

一
部
を
4
月
1
日
か
ら
改
正
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
料
金
は
次

の
と
お
り
で
す
。

~型空巴1 29壁 lU5 | 弘10 1 U5lU10 l q10
改正 大ホーノレ(楽屋控室付) 5，00円0 10，00円0l112.00円0 14，00円0 17，00円0l22，00円0 

ー、町ー 第 1会議室(3 I暗) 800 1.300 1，600 1，900 2，200 3，000 
れ 第2.3会議室 (2階〉 700 1，000 1，300 1，600 1.800 2，000 
たも {木 憩 室(2階) 300 日0 600 800 900 1，000 
の 応 接 室(1 I暗) 300 日0 600 800 900 1，000 

害足おγI第和 4室会、 議披室露(2 室階) 600 700 800 1，000 1，200 1，400 

な
お
、
結
婚
式
場
の
使
用
料
は
1
回

3
時
間
以
内
に
つ
き
1
千
5
百
円
、
式

場
等
の
控
室
1
室
に
つ
き
4
百
円
で
以

前
と
変
り
ま
せ
ん
。

設
備
近
代
化
資
金

貸
付
制
度
説
明
会

5
日

昭
和
刊
年
度
の
中
小
企
業
設
備
近
代

佑
資
金
の
貸
付
制
度
な
ど
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
説
明
会
を
ひ
ら
き
、
く
わ
し

い
手
続
き
な
ど
も
お
話
し
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
ず
か
ら
せ
い
ぜ
い
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

乙
と
し
は
、
従
来
よ
り
さ
ら
に
効
率

的
な
運
用
を
は
か
り
、
と
く
に
貸
付
決

定
を
早
め
る
な
ど
利
用
者
の
利
便
も
考

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
・。

と
き
4
月
5
日
午
後
1
時

と
こ
ろ
市
民
会
館
3
階
会
議
室

だ と で付貸 住
さは受け 付宅
い北け申 け建
。銀付込 申設
魚けみ 込 資
津てを み 金
支い 4
広ま月住ー住
へす 7宅般宅
お 。日建 な金
聞 くか 設ら融
合わら資び公
わし 20金に庫
せい日の特で
く乙ま貸別は



(2) 

離
高
架
橋
の
建
設
に
着
工

完

成

は

何

年

9
月
の
予
定

(昭和問9月13日)
第 3種郵便物認可

国
鉄
、
地
鉄
線
は
、
現
在
市
街
地
を

横
断
し
、
そ
の
う
え
角
川
鉄
橋
か
ら
国

鉄
魚
津
駅
間
に
、
3
ガ
l
ド
を
含
め
9

踏
切
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
こ
れ

を
完
全
な
高
架
に
し
な
け
れ
ば
市
の
発

展
が
の
ぞ
め
な
い
と
し
て
、
市
で
は
昨

年
6
月
高
架
橋
建
設
期
成
同
盟
会
を
結

成
し
、
富
山
l
糸
魚
川
聞
の
複
線
電
化

さ
れ
る
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
実
現
し
よ
う

と
関
係
当
局
に
強
力
な
運
動
を
つ
づ
け

て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
ほ
ど
関
係
機
関
の

工
事
費
の
負
担
割
合
の
問
題
を
最
後
に

円
満
に
解
決
し
、
近
く
着
工
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

総
工
事
費
同
億

3
千
万
円

乙
の
計
画
は
、
住
吉
ガ
l
ド
か
ら
国

鉄
魚
津
駅
南
側
ガ
l
ド
の
区
間
、
ゃ
く

1
千
9
百
メ
ー
ト
ル
'
を
総
工
事
費
同
億

4
千
3
百
万
円
で
高
架
化
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
う
ち
住
吉
地
内
ゃ
く
4
百
メ

ー
ト
ル
が
感
土
、
電
鉄
魚
津
駅
を
中
心

に
ゃ
く
1
千
3
百
メ
l
ト
戸
は
高
架
橋

(
三
連
連
続
ラ
ー
メ
ン
)
と
な
り
ま

す
。
高
架
橋
の
高
さ
は
4
・
5
メ
1
ト

戸
、
幅
同
メ
ー
ト
ル
'と
な
り
ま
す
。

工
事
は
、
犯
年
度
中
に
着
工
し
、
何

年
度
に
は
国
鉄
の
複
線
に
な
る
線
増
分

を
現
在
線
の
山
側
に
、
引
年
度
に
は
地

鉄
線
を
.
位
年
度
に
は
現
在
の
国
鉄
線

を
そ
れ
ぞ
れ
高
架
化
し
ま
す
。
そ
し
て

何
年
9
月
未
に
完
成
し
、
全
線
開
通
は

何
年
目
月
1
日
の
予
定
で
す
。

総
工
費
同
億
4
千
3
百
万
円
の
負
担

割
合
は
、
国
鉄
が
や
く
7
億
円
、
国
が

報広市津魚日発行

火
葬
の
際
に
謝
礼

ゐ会

を
し
な
け
れ
ば
な

昭 和 40年 4月 1

ら
な
い
か

火
葬
を
す
る
際
に
火
葬
場
職
員

に
謝
机
を
し
な
け
れ
ば
取
扱
い

に
差
別
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
職
員
が
謝
机
を
要
求
す
る
と
聞

く
が
こ
れ
に
つ
い
て
市
当
局
の
意
向

を

伺

い

た

い

。

(

一

市

民

)

問

〈第224号〉

火
葬
場
の
職
員
は
市
の
職
員
で

す
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

謝
机
を
受
け
た
り
、
ま
た
.
要
求
し
た

り
、
そ
れ
に
よ
り
遺
体
の
取
扱
い
を

差
別
す
る
よ
う
な
と
と
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
す
。

お
た
ず
ね
の
で
き
ご
と
は
、
い
つ
ご

ろ
の
乙
と
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
火

答

4
倦

2
千
万
円
、
県
市
が
そ
れ
ぞ
れ

1

憶
4
千
万
円
、
地
鉄
が

3
千
8
百
万
円

と
っ
て
い
ま
す
。

叩
日
は

交
通
事
故
を
な
く
す
日

マ
4
月
の
交
通
安
全
は
、
ま
ず
酒
飲
み

運
転
の
追
放
か
ら
で
す
。
花
の
春
、

行
楽
客
の
飲
め
や
歌
え
に
、
つ
い
つ

り
こ
ま
れ
て
運
転
者
も
そ
の
気
に
な

っ
て
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
そ
れ
こ
そ
事

故
の
も
と
で
す
。

マ
歩
行
者
に
と
っ
て
、
い
ち
ば
ん
危
険

な
の
は
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
で

す
。
車
の
運
転
者
に
責
任
が
あ
る
と

は
い
え
、
必
ら
ず
横
断
歩
道
を
わ
た

り
ま
し
ょ
う
。

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
は

3
月
お

日
か
ら
4
月
7
日
ま
で
行
な
わ
れ
ま
す

3
t
5
月
は
季
節
風
の
た
め
極
端
に

湿
度
が
低
く
な
り
、
空
気
の
乾
燥
し
た

日
が
突
発
的
に
現
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
春
先
特
有
の
気
象
条
件
が
わ

で

ざ
わ
い
し
て
、
火
災
の
発
生
も

ま

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い

市

に
火
の
元
に
注
意
い
た
し
ま
し

I
I

ょ
《
J

。

き

消
防
本
部
で
は
、
各
消
防
団

運

の
協
力
を
え
て
、
防
火
運
動
を

ゆ
川

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
4
月
l

J
r

日
は
、
家
庭
の
火
元
調
査
、
市

一vZ
内
宣
伝
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
火
訓

ぱ
に

練
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た

イ

J

1
1
7
日
ま
で
は
防
火
モ
デ
ル
'

品
/

地
区
(
経
凹
)
の
診
断
、学
校
、

病
院
の
避
難
訓
練
、
防
火
座
談

会
な
ど
を
行
な
い
防
火
思
想
の
普
及
に

つ
と
め
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
は
、
午
前
7
時
と
午
後

9
時
の

2
回
、
サ
イ
レ
ン
お
よ
び
響
鐘

を
嶋
ら
し
ま
す
。

「
み
ん
な
で
通
報
し
よ
う
」
運
動
な
ど

暴

力

追

放

委

員

会
の

事

業

計

画

魚
津
市
暴
力
追
放
委
員
会
で
は
、
本

格
的
に
暴
力
追
放
を
す
す
め
る
た
め
、

次
の
よ
う
に
昭
和
刊
年
度
の
事
業
計
画

を
き
め
ま
し
た
。
そ
し
て
重
点
目
標
を

①
市
民
総
ぐ
る
み
運
動
の
推
進
①
「

み
ん
な
で
通
報
し
よ
う
」
運
動
の
推
進

①
資
金
の
提
供
拒
否
の
徹
底
④
暴
力

の
誘
惑
か
ら
青
少
年
を
守
る
①
暴
力

団
員
の
更
正
に
努
力
す
る
と
し
、
こ
れ

か
ら
は
市
民
の
み
な
さ
ん
と
暴
力
お
よ

び
暴
力
団
を
追
放
し
、
明
る
い
楽
し
い

市
民
生
活
の
実
現
に
つ
と
め
る
こ
と
に

葬
場
の
職
員
は
市
民
か
ら
ど
ん
な
意

味
(
例
え
ば
仏
の
供
養
で
あ
る
と
い

う
寸
志
)
の
謝
机
で
あ

っ
て
も
絶
対

受
け
取
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
遺
体
の
取
扱
い
は
親
切

て
い
ね
い
に
し
、
差
別
は
し
な
い
こ

と
を
強
く
指
導
す
る
と
と
も
に
、
係

で
も
十
分
注
意
し
て
お
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
か
り
そ
め
に
も
不
満
の
声

を
聞
く
こ
と
の
な
よ
う
つ
と
め
て
お

り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
ど

ん
な
意
味
の
謝
机
で
も
絶
対
に
渡
さ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す。

火
葬
に
つ
い
て
不
満
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
市
民
相
談
室
へ
と
連
絡
い

た
だ
け
ば
、
調
査
し
て
関
係
職
員
の

意
見
を
き
き
、
反
省
を
う
な
が
し
、

こ
れ
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
火
葬
場
を
利
用

さ
れ
る
と
き
に
は
、
乙
の
主
旨
を
と

理
解
い
た
だ
き
い
っ
そ
う
の
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
各
種
団
体
で
は
、
す
で
に

暴
力
追
放
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
が

こ
の
ほ
ど
料
飲
業
組
合
で
は
「
暴
力

追
放
宣
言
加
盟
庖
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
庖
先
に
は
り
、
資
金
提
供
拒
否
運
動

を
し
た
の
を
は
じ
め
、
近
く
全
市
民
の

暴
力
追
放
署
名
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
各
一戸
に
「
暴
力
追
放
宣
言
の
家
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
か
ら
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4
J
5
月

マ
各
団
体
ご
と
に
暴
力
追

放
宣
言
を
行
な
う
。
マ
「
み
ん
な
で

通
報
し
よ
う
」
運
動
を
す
す
め
る
た

め
、
通
報
主
旨
の
徹
底
を
は
か
る
。

マ
暴
力
的
非
行
防
止
モ
デ
戸
地
区
を

設
定
し
、
集
中
的
に
活
動
を
行
な

う
。
マ
「
あ
か
る
い
魚
津
」
発
行
に

よ
り
運
動
の
主
旨
徹
底
を
は
か
る
0

6
月
マ
暴
力
追
放
に
関
す
る
標
語
、

脊
は
草
も
木
も
若
々
し
い
よ
そ
お
い
す
か
ら
一
匹
で
も
今
の
う
ち
に
退
治

を
こ
ら
し
は
じ
め
ま
す
。
春
の
大
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。
柱
や
壁
に
油
剤
や
乳

も
家
庭
行
事
の
た
い
せ
つ
な
一
つ
で
剤
を
噴
霧
し
て
お
く
と
有
効
で
す
。

す
。
天
気
の
よ
く
晴
れ
た
日
に
家
か
ら
便
所
や
ゴ
ミ
容
器
の
周
辺
の
土
の
中

ゴ
ミ
や
ホ
コ
リ
を
一
掃
し
、
快
適
な
生
に
は
ハ
エ
の
サ
ナ
ギ
が
越
冬
し
て
お

活
が
で
き
る
よ
う
に
集
団
的
に
大
掃
除
り
ま
す
。
土
を

叩
セ
ン
チ
位
掘
り

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
次
に
大
掃
除
を
か
え
し
て
、
焼
い
た
り
、
乳
剤
を
百

す
る
際
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
倍
に
う
す
め
て

1
平
方
メ
1
ト
N
あ

こ
と
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

た

り

2
リ
ッ
ト
ル
位
ま
き
ま
す
。
便

長
い
冬
も
終
り
、
棚
や
台
所
の
す
み
所
の
中
に
は

1
リ
ッ
ト
ル
位
ま
い
て

に
は
コ
ミ
や

}
t
t
t
3
}
I
{
1
3
f
f
}
}
I
t
t
t
j

お
き
ま
す
。

ホ
コ
リ
が
た

春

の

大

掃

除

を

い

っ
せ

い

に

押
し
入
れ
、

ま
っ
て
い
ま

---J

j
J
1

・

物
置
、
縁
の

す
。
こ

れ

が

害

虫

退

治

も

忘

れ

ず

に

下

で

は

蚊

の

パ
イ
菌
や
カ

}
}
i
j
J
i
f
i
j〉
y
t
j
成
虫
が
越
冬

ピ
、
害
虫
の
巣
に
な
り
が
ち
で
す
。
春

し

て
い
ま
ず
か
ら
1
平
方
メ
ー
ト
ル
'

の
害
虫
一
匹
は

夏
の
害
虫
千
匹
に
も

あ

た

り

初

t
m
C
C
の
乳
剤
を
ま
き

な
り
ま
ず
か
ら
卵
の
う
ち
に
退
治
し
ま
す
。
ネ
ズ
ミ
の
い
る
と
こ
ろ
に
は

て
お
け
ば
、
夏
を
健
康
的
に
暮
ら
せ
る
ダ
ニ
が
発
生
し
ま
す
。
衣
類
は
熱
湯

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
害
虫
駆
除
は
、

消
毒
、
家
具
は
日
光
消
毒
、
壁
や
天

春
の
大
掃
除
の
重
点
と
い
え
ま
し
ょ
井
や
押
入
れ
は
噴
霧
、
く
ん
煙
剤
を

う
0

・

用
い
ま
す
。
中
で
も
ゴ
キ
ブ
リ
(
油

V
害
虫
の
駆
除

虫
)
は
食
品
だ
け
で
な
く
、
本
や
衣

陽
あ
た
り
の
よ
い
場
所
や
天
井
に
は
類
や
障
子
の
の
り
ま
で
食
べ
ま
す
か

昨
年
の
生
き
の
こ
り
の
ハ
エ
が
い
ま
ら
徹
底
的
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

論
文
を
募
集
す
る
。

7
1
8
月
マ
夏
期
と
く
に
納
涼
行
事

な
ど
に
と
も
な
う
暴
力
事
犯
の
防
止

対
策
を
た
て
る
。

マ
市
民
に
よ
る
暴

力
追
放
大
会
を
ひ
ら
き
、
講
演
な
ど

に
よ
り
主
旨
の
徹
底
を
は
か
る
。

9
1
叩
月

マ
今
ま
で
の
実
施
状
況
を

各
団
体
ご
と
に
反
省
検
討
し
、
事
業

計
画
の
修
正
に
つ
と
め
る
。
マ
市
民

の
暴
力
追
放
の
世
論
調
査
を
行
な
い

事
業
を
す
す
め
る
参
考
と
す
る
ロ

什
J
ロ
月

マ
年
末
に
お
け
る
暴
力
と

く
に
酒
酔
、
潜
在
暴
力
の
摘
発
に
よ

る
暴
力
追
放
を
行
な
う
。
マ
団
体
役

員
お
よ
び
市
内
有
志
に
よ
り
暴
力
追

放
研
修
会
を
ひ
ら
く
。

(
写
真
は
、
料
飲
屈
に
は
ら
れ
た
ス
テ

ッ
カ
ー
)

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
き
ま
る

任
期
満
了
に
と
も
な
う
火
災
復
興
土

地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
は
、
3
月
お

日
投
票
に

よ
っ

て
選
ぶ
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
し
た
が

、
立
候
補
者
の
数
が

定
数
を
こ
え
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
日
名
が
無
競
争
で
当
選
さ
れ
ま
し

た
。岩

田
豊
二

(下
材
木
町
)

山
口
信

治

(下
村
木
町
)

常
楽
清
治
(
下

村
木
町
)

太
田
重
吉

(真
成
寺
町

)

小
松
繁
蔵

(上
村
木
町
)

寺
崎

孝
吉
(
本
新
〉
宮
武
一
(
金
屋
町

)
藤
田
与
一

(村
木
)
桑
山
太
作

(
金
屋
町
)
永
田
音
吉
(
村
木
)

五
十
井
隆
一
(
神
明
町
)
田
原
長

久
(
村
木
)
大
田
正
義
(
村
木
)

ま
た
学
識
経
験
を
有
す
る
も
の
か
ら

市
長
が
選
任
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る

2
名
の
委
員
は
、
次
の
方
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

宮
内
吉
次
郎
(
本
江
)

(
金
浦
町
)

高
谷
捨
松

民
謡
日
本
一
の
竹
氏
さ
ん
の

記
念
発
表
会
ひ
ら
く

N
H
K
の
ど
自
慢
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

の
民
謡
の
部
で
、
六
郎
丸
竹
氏
修
さ
ん

(
幻
才
、
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
勤
務
)
は

「
越
中
お
わ
ら
節
」
を
歌
い
、
み
ご
と

一
位
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
観
光
協
会
で

は
市
お
よ
び
商
工
会
議
所
の
後
援
で
、

竹
氏
さ
ん
の
記
念
発
表
会
を
ひ
ら
き
ま

す。
こ
の
発
表
会
に
は
、
日
本

一
の
の
ど

を
披
露
す
る
ほ
か
、
日
カ
弥
生
会
の
賛

助
出
演
で
、
民
謡
、
踊
り
、
物
ま
ね
な

ど
も
行
な
わ
れ
ま
す
。
(
入
場
無
料
)

と

き

4
月
6
日
午
後
5
時
叩
分

と
乙
ろ
市
民
会
館
大
ホ
l
w

日
本
労
働
者
住
宅

協
会
と
魚
津
地
区
労

協
議
会
で
は
、
安
い

側
絡
で
便
利
な
土
地

を
選
ん
で
明
る
い
、

住
み
よ
い
住
宅
を
建

設
し
、
希
望
者
に
分

譲
し
て
お
り
ま
す
。

乙
の
分
譲
住
宅
地

は
六
郎
丸
地
内
で
本

年
度
は
却
戸
建
設
さ

れ
ま
す
が
、
今
回
募

集
し
て
い
る
の
は
こ

の
う
ち

5
戸
で
す
。

こ
の
団
地
に
は
昨
年

内
戸
が
建
設
さ
れ
、

す
で
に
入
居
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
付

近
に
は
学
校
、
病
院
な
ど
が
あ
り
、
バ

ス
便
も
よ
く
閑
静
な
郊
外
地
で
す
。

住
宅
の
種
類
は
木
造
瓦
葺
平
家
建
1

戸
建
で
、
建
物
面
積
は
や
く
日
平
方
メ

ー
ト
ル
'
、
土
地
面
積
は
や
く

2
百
刊

平
方
メ
l
卜
戸
で
す
。
土
地
っ
き
分
譲

価
格
は
1
戸
あ
た
り
百
お
万
円
J
百
叩

万
円
ま
で
で
、
こ
の
う
ち
住
宅
金
融
公

庫
資
金
印
万
円
}
刊
万
円
が
借
り
ら
れ

ま
す
。
入
居
の
時
期
は

7
月
初
め
の
予

定
で
す
。

分
譲
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
富
山
県

》ムー・

ごじ住

二分譲希望者を 募 集 =

労
働
金
庫
魚
津
支
広
ま
た
は
魚
津
地
区

労
働
組
合
協
議
会
(
日
カ
労
組
内
)
へ

で
き
る
だ
け
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
(
希
望
者
が

5
名
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

寄

付

譲分
日本労働者
住宅協会の

1
万

円

寺

町

藤

田

彰

秀

(
亡
父
観
秀
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

5
千

円

田

方

町

角

嶋

敏

一

(
亡
父
治

一
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

3
千
円
諏
訪
町
5
区
住
和
ち
よ

(
亡
夫
梅
次
郎
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

2
千
円
諏
訪
町
3
.区
高

岸

弘

(
亡
母
ち
よ
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

3
百
円
西
部
中
3
年

匿

名

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

水族館・埋没林館
4月1日から開館

水族館では、行楽のシーズンをむ

かえ、館内外の整備をいそいでいま

したが、装いを新たに 4月 1日から

開館します。みなさんのご来館をお

まち しています。

夫
と
は
別
に

婦
人
が
選
挙
権
を
あ
た
え
ら
れ
て
聞

も
な
い
こ
ろ
は
、
よ
く
婦
人
の
政
治
意

識
は
低
い
と
い
わ
れ
た
。
投
票
で
、
夫

は
妻
に
誰
だ
れ
に
入
れ
る
と
命
令
す
る

と
い
う
例
が
多
く
、
妻
も
誰
に
投
票
し

て
よ
い
の
か
判
断
が
つ
か
ず
、
夫
に
相

談
し
て
、
そ
の
と
お
り
に
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
そ
ん
な
ふ
う
だ
か
ら
妻
た

ち
は
少
し
日
が
た
つ
と
、
自
分
が
投
票

し
た
相
手
の
名
も
、
政
党
も
、
ケ
ロ
ッ

と
忘
れ
て
し
ま

っ
た。

そ
の
後
、
何
度
か
の
選
挙
を
へ
て
、

婦
人
た
ち
も
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
夫

と
は
別
に
、
自
分
で
判
断
し
て
投
票
す

る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
問
題
は
、
ほ
ん
と
う
に
そ
う

な
っ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
選
挙
と
い
う
も
の
は
ま
ず
、
そ
の

候
補
者
が
何
党
に
属
し
て
い
る
か
、
ど

た育強に政 一 政治講座 ー なでてで人ん
なのはふ よ 治 くあみあ柄 な
いなし れ く知 てるてるか政

4 2 R 行禁 じぷ刊カ1~7' 決め 5 524442 
か 乙 と を 会 必 伊司 らうん分ど持
ご ろ乙 お な要 !/t!J なか と の ょ っ
ろ にろそ どな ，，~ lX7 3:¥明いをう今くて
、は がれ での ぞW 納得附 o 'fこの知い

明政 あ て 、で 婦人づ斗 ぼ位J{Y}/{ fLそよの生るる
る治る 、政 あ 瀦V..Jエs~ lLJ-(fjUJd!Zのくぞ活こか
く知。政治る ゆ1j tr7Jl た考まに と
正識政治の o . ~ fffJl めえしてがど
しは治のこ (19圃R ζ 地卦 にて いら 大 ん
い育教勉 と ~ はみ人し切な

選
挙
と
い
う
乙
と
が
よ
く
い
わ
れ
る
が

買
収
さ
れ
な
い
こ
と
、
棄
権
し
な
い
乙

と
、
自
分
で
選
ぶ
こ
と
、
な
ど
と
い
っ

た
方
式
を
守
る
だ
け
の
か
け
声
で
は
だ

め
で
あ
る
。
ほ
ん
と
う
に
き
れ
い
な
選

挙
を
行
な
う
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が

ど
ん
な
政
治
を
の
ぞ
む
か
と
い
う
心
が

ま
え
を
、
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
る
乙

と
が
第
一
で
あ
る
。

夫
と
妻
と
は
、
全
然
べ
つ
な
人
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
乙
と
で

は
な
い
。
な
に
も
わ
か
ら
な
い
で
、
夫

の
。い
う
ま
ま
に
な
る
の
で
な
く
、
自
分

で
選
ぶ
人
を
自
分
の
力
で
き
め
る
こ
と

が
大
切
な
の
で
あ
る
。
自
分
の
力
で
き

め
た
乙
と
を
、
実
行
す
る
勇
気
を
も
つ

こ
と
で
あ
る
。

ち
か
ご
ろ
に
な
っ
て
も
、
投
票
の
権

利
を
自
分
か
ら
す
て
て
し
ま
っ
て
平
気

で
い
る
人
が
多
い
。
困
っ
た
も
の
で
あ

る
。

「
話
し
あ
い
の
話
題
」

か
ら

北
陸
電
力
か
ら
|

|

作
業
停
電
日
の
お
し
ら
せ

北
陸
電
力
で
は
作
業
停
電
に
つ
い
て

も
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に
そ
う
よ
う
配

電
線
工
事
の
合
理
化
を
す
す
め
、
作
業

停
電
回
数
の
減
少
、
作
業
停
電
時
間
の

短
縮
の
た
め
、
全
社
を
あ
げ
て
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
そ
の
対
策
と
し
て
4
月
1

日
か
ら
作
業
停
電
日
を
次
の
よ
う
に
組

み
替
え
を
し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

月
曜
日
H
朝
日
町
、
舟
見
地
区
、
野
中

地
区
、
愛
本
地
区

火
曜
日
川
魚
津
市
一
部

(鉢
、
虎
谷
、

大
熊
、
古
鹿
熊
、
春
日
、
池
の
原
)

滑
川
市
、
水
橋
町
、
上
市
町

水
曜
日
H
魚
津
市

(鉢
、
虎
谷
、
大
熊

古
鹿
熊
、
春
日
、
池
の
原
を
除
く
)

木
曜
日
H
魚
津
市
-
部

(
木
下
新
旧
国

道
筋
)
黒
部
市
、
宇
奈
月
町

金
曜
日
H
入
善
町

保
護
司
会
か
ら
|

|

賛
助
金
の
配
分
に
つ
い
て

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ど
協

力
に
よ
り
、
保
護
司
会
に
対
し
多
額
の

ご
芳
志
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て

3

月
初
日
現
在
で

8
万
8
千
2
百
印
円
の

賛
助
金
と
な
り
ま
し
た
。
保
護
司
会
で

は
こ
れ
を
活
動
資
金
と
し
て
次
の
よ
う

に
配
分
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
し
ら
せ

し
ま
す
。

・
県
更
正
保
護
協
会
納
付
金
と
し
て

3

万
1
千
5
百
円

・
市
B
B
S
会
助
成
金
と
し
て

5
千
円

.
市
更
正
保
護
婦
人
会
助
成
金
と
し
て

5
千
円

・
保
護
司
会
会
計
へ
残
金
の

4
万
6
千

7
百
印
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

自

衛

官

募

集

マ
種
目

H
2
等
陸
海
空
士

マ
資
格
日
間
才
以
上
お
才
未
満
の
男
子

マ
試
験
H
中
学
卒
業
程
度
の
筆
記
試
験

マ
申
込
期
日

H
5
月
別
日
ま
で

マ
申
込
場
所
H
市
役
所
市
民
相
談
室

第
1
次
の
募
集
は

3
月
1
日
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に

5
名
の
申

込
み
が
あ
り
、
3
名
合
格
し
、
他
の

2

名
も
合
格
の
見
込
み
で
す
。

一
固
定
資
産
税
第

1
期

一

一

軽

自

動

車

税

.

.
納
期
は

4
月
初
日
で
す

一

一

税
金
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

一

一
ぅ
。
も
し
忘
れ
た
り
し
て
期
限
が

一

一
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
が
か
か
り
ま

一

一
す
。
早
め
に
納
め
て
く
だ
さ
る
よ
一

一
う
お
願
い
し
ま
す
。


